
第３３回衛生工学シンポジウムの開催について 

 

第 33 回「衛生工学シンポジウム」の開催をご案内申し上げます。シンポジウムの開催日程は令和 8

年 11月 19 日（木）・11月 20 日（金）、会場は工学部フロンティア応用科学研究棟です。1 日目には

「一般研究発表・事例紹介］と「企画セッション」が、2 日目には「特別講演会」「環境工学関連企

業・団体の活動紹介」と次年度に修了を控えた「修士・博士学生による研究発表」が行われます。ま

た、本年のシンポジウムでは JST 未来社会創造事業との併催企画として「特別セミナー：MBR の最新

事情：社会実装への進展と課題」を 11月 18 日（水）にシンポジウムと同会場において開催します。 

「環境工学コース（旧：衛生工学科）では、学生の修学環境の充実を目指して「衛生工学・環境工

学教育基金」を立ち上げ、多くのご寄付を頂いて運用しております。本年度のシンポジウムでは基金

にご寄付を頂いた企業様への謝意を表すとともに、基金の紹介をさせて頂く時間も設けさせて頂きま

した。 

運営事務局で参加人数の事前把握をできると、大変に助か

ります。ご参加される皆様におかれましては、登録フォーム

（https://forms.gle/LqJHFrbdA4giz5gL6）より事前の参加

登録へのご協力をお願い申し上げます。QR コードもご活用

ください。シンポジウム参加費（1000 円）については、当日

に現地で徴収させて頂きます。一般研究発表・事例紹介はハ

イブリッド形式で実施しますが、既発表の内容・ポスター等

をお使い頂いても結構です。詳細につきましては別紙の公募

要領をご参照下さい。    

                     

本年度は非常に盛り沢山の内容を用意しております。皆様お誘い合わせのうえ、衛生工学シンポジ

ウムへご参加くださいますようご案内申し上げます。 

 
衛生工学シンポジウム実行委員会一同 

   
ご不明な点がございましたら、衛生工学シンポジウム実行委員（木村克輝 電話：011-706-6271，E-

mail: kkatsu@eng.hokudai.ac.jp）までお問い合わせください。参加登録手続きに関するお問い合わせ

は担当実行委員（松下拓 電話: 011-706-7279, E-mail: taku-m@eng.hokudai.ac.jp）までお願いしま

す。 

 
登録フォーム QR コード 



1 日目（11月 19 日（木）） 

 

9:00～10:50：一般研究発表・事例紹介 

 3 分間（予定）の口頭発表の後、フロアでポスター発表を行います（ハイブリッド形式）。 

 

11:00～12:00：企画セッション１-1 

「ヒューマンセンシングと AI による人間状態推定―生理・行動・環境データから人をどこまで

理解できるか―」 

（企画・司会：李相逸） 

近年、ウェアラブルデバイス、スマートフォン、カメラ、レーダー、Wi-Fi、環境センサなどが

急速に発展しており、日常生活における人間の生理反応や行動を非侵襲的かつ継続的に計測する

ことが可能になりつつあります。また、機械学習や深層学習をはじめとする AI 技術の進展にも

目覚ましいものがあります。複数のセンサから得られる情報を統合し、睡眠、覚醒、疲労、スト

レス、感情、認知状態、健康状態など、直接観察することが難しい人間の状態を推定する研究が

広がっています。このセッションでは、ヒューマンセンシングや AI を用いた最新の研究事例を

共有するとともに、人間の状態をどこまで理解できるのか、その可能性と限界について考えます。

これまでに得られた知見や推定結果を、健康支援、環境制御、安全管理、福祉、教育などにどの

ように活用できるのかを議論できればと考えています。 
登壇予定者（敬称略） 
上野 貴弘 先生（福山大学工学部情報工学科、助教） 
赤間 章英 先生（前橋工科大学大学院工学研究科、講師） 
コリー 紀代 先生（北海道大学大学院保健科学院、助教） 
 
11:00～12:00：企画セッション１-2 

「トイレから世界を覗く：サニテーションと人間・社会・環境」 

（企画・司会：中屋佑紀） 

このセッションでは、トイレという日常的な空間から、グローバルな課題と人間の本質を覗い

てみます。登壇するのは、発展途上国の現場に根差しながらサニテーションを人類の進化・文化・

価値創出の視点から問い直す人類生態学者・山内太郎先生。そして、「トイレから地球革命！」

を掲げ、トイレを起点に公共空間・文化・生活の質を問い続けてきたトイレ研究家・白倉正子さ

ん。サニテーションを単なる技術インフラとしてではなく、社会構造・地域性・人間行動と結び

つけて捉える視点は、環境衛生工学における応用研究や制度設計にも示唆を与えるものです。現

場知と社会発信の双方に立脚した両氏の講演と対話を通じて、これまで見過ごされがちであった

論点に新たな光をあて、分野横断的な知的交流の場となることを目指します。 

登壇予定者（敬称略） 

北海道大学大学院保健科学研究院教授 山内太郎 

トイレ専門企画会社「アントイレプランナー」代表 白倉正子 

 



13:00～14:15：企画セッション２ 

「持続可能な水利用における分散型水循環システムの役割」 

（企画・司会：白崎伸隆） 

気候変動による水災害の激甚化や渇水リスクの高まり、人口減少に伴う上下水道インフラの維

持管理など、水を取り巻く環境は大きく変化しています。こうした課題に対応するため、住宅や

地域において水を循環・再利用する「分散型水循環システム」が持続可能な水利用を支える新た

な選択肢として注目されています。 

本セッションでは、国土交通省による上下水道行政の最新動向をご紹介いただくとともに、国

が推進する上下水道一体革新的技術実証事業（AB-Cross プロジェクト）における、住宅向け小規

模分散型水循環システム及び中山間地域における分散型水循環システムの実規模実証事例をご

紹介いただきます。行政の取り組みと実証事例を通じて、持続可能でレジリエントな上下水道の

実現に向けた分散型水循環システムの役割と持続可能な水利用の今後の展望について、会場の皆

様とともに考えます。 

登壇予定者（敬称略） 

国土交通省大臣官房参事官（上下水道技術）付（上下水道審議官グループ）企画専門官 

長谷川広樹「上下水道行政の最近の動向について（仮）」 

WOTA 株式会社  

登壇者調整中「住宅向け小規模分散型水循環システムの地域展開実証事業、石川県珠洲市の事例

（仮）」 

一般財団法人造水促進センター専務理事 

大熊那夫紀「中山間部における分散型水循環システムの実証研究、長野県喬木村の事例（仮）」 

 

14:30～16:00：企画セッション３ 

「都市の持続可能な環境インフラの構築に向けた「四者連携」の再定義」 
（企画：西村一郎、司会：木村克輝） 
 人口減少、施設の老朽化、気候変動といった未曾有の課題に対し、都市の環境インフラを次世代へ

引き継ぐためには、従来の境界を越えた連携が不可欠となります。本セッションでは行政、民間コン

サルタント、民間事業者（建設・プラント等）、大学の 4 者が果たすべき役割を整理し、インフラ事

業者の視点から、目指すべき「持続可能な環境インフラ」未来像の提示を試みます。現代社会におい

て、環境インフラを守り支える技術者の存在は、市民の安全・安心を根底から支える極めて重要なも

のとなっています。特に、これらの分野で働くエンジニアたちは、目に見えないところで社会の機能

を維持し、災害リスクや環境負荷を軽減する「守りの要」としての重要な使命を帯びていると言えま

す。環境インフラというフィールドは、単なる一つの職種にとどまらず、地球環境と都市機能の調和

を創造し、将来世代に豊かな環境を引き継ぐという、極めて意義深く、希望に満ちた挑戦の場とも言

えるものです。本セッションを通じて、環境インフラ事業に光を当てるエンジニアの活躍と、その先

の未来に広がる可能性を共有し、次代へつながる道標を探求できればと思います。 
登壇予定者（敬称略） 

水 ing 株式会社 発表者調整中 



ドーコン 吉田卓史 
北海道大学大学院環境工学部門教授 石井一英 
札幌市下水道河川局 部長 西村一郎 
 

16:00-16:20 衛生工学・環境工学教育研究基金の紹介、感謝状の贈呈 

 

16:30-17:30 

特別企画セッション 「大学キャンパスの 2050 年カーボンニュートラル実現へ向けた情報共有

(仮)」」 

（企画・司会：葛隆生） 

大学キャンパスは地域における温室効果ガスの排出量が最も多い施設の一つであり、キャンパ

スのカーボンニュートラル実現は重要な課題となっています。本セッションでは大学キャンパス

の 2050 年カーボンニュートラル実現に向けて、大学キャンパスの建築物や施設の省エネ基準の

将来的な変更と、基準に適合するためのポイントについて情報を共有します。また、カーボンニ

ュートラル化へ向けた施設整備の取り組みについてご紹介を。さらには北海道大学の札幌キャン

パスの温室効果ガス排出量の現状と将来の見通しについての情報を共有し、カーボンニュートラ

ル化に向けた方向性を模索したいと考えています。 
登壇予定者(敬称略) 
国土交通省 国土技術政策総合研究所 住宅研究部 西澤繁毅   
東北大学 施設部計画課(文部科学省 大臣官房文教施設企画・防災部)  五十嵐俊祐  
北海道大学 サステナビリティ推進機構 カーボンニュートラル推進部門 根本和宜   
 

18:00〜 

懇親会（大学生協北部店食堂、参加費 3000 円） 

 

 

  



2 日目（11月 20 日（金）） 

 
9:00～10:00 北大環境工学コースの最新研究成果 

本コース研究室の最新研究結果を、修士課程 1 年及び博士後期課程の学生がポスター形式によ

り発表します。大いに交流を深めて頂き、ご助言を頂ければと存じます。 
 
10:15〜11:40 衛生工学・環境工学関連企業（衛生工学・環境工学教育基金寄附企業）・行政機

関の活動紹介※（口頭発表とパネル展示） 
 
13:00〜14:20： 

特別講演会「窒素は資源か脅威か  ―窒素問題の実像と NOx 資源化がひらく可能性―」 

（企画・司会：押木守） 
窒素は肥料・原料・燃料として私たちの暮らしを支える一方、ハーバー・ボッシュ法による人

工的に固定が可能になって以降、その利用量は爆発的に増加し、地球温暖化、大気汚染、水質汚

染、富栄養化、酸性化といった多様な環境問題を引き起こしています。窒素利用がもたらす便益

と、意図せず生じる環境・健康被害という「窒素問題」のトレードオフをどう乗り越えるかは、

地球環境と衛生工学の双方にまたがる重要な課題です。 
 本講演会では、窒素問題の全体像とその解決に向けた国際的・国内的な取り組みの最前線を、

総合地球環境学研究所の林健太郎教授に紹介いただきます。続いて、窒素循環、特に燃料工程に

伴い副次的に生じる NOx を資源として捉え直し、大気・水質・土壌の各分野の知見を結集して

新しい窒素循環プロセスを構築する取り組みについて、北海道大学触媒科学研究所の村山徹教授

にご紹介いただきます。窒素問題の実像を捉える視点と、副生 NOx の資源化という工学的アプ

ローチを通じて、持続可能な窒素利用の実現に向けた展望を議論します。 
登壇予定者(敬称略) 
総合地球環境学研究所 教授 林 健太郎 
北海道大学 触媒科学研究所 教授 村山 徹 

 

14:30〜17:00 衛生工学・環境工学関連企業の活動紹介※（パネル展示のみ） 
（発表件数に応じて、時間は変更になるかもしれません） 
 

※就職活動を控えた学部 3年生、修士 1年学生に加え、企業・業界研究やインターンに興味があ

る現役学生（2〜4年生）が多数参加しますので、ご活用頂ければと存じます。なお、パネル展示

会場で流動性を確保するために発表件数を制限する予定でおります。件数上限に達し次第、お申

し込みの受付を停止しますので、お早めのお申し込みをお願いします。 

 
  



11 月 18 日（水）（シンポジウム開催前日） 

15:00〜17:30：特別セミナー「MBR の最新事情：社会実装への進展と課題」 

（JST 未来社会創造事業：「健全な社会と人を支える安全安心な水循環系の実現（研究開発代表

者：信州大学工学部 田中宏明）」との併催） 

北海道大学工学部フロンティア応用科学研究棟２F 鈴木章ホールにおいて開催 

参加費：無料（衛生工学シンポジウムに不参加の方もご参加いただけます） 

事前の参加登録をお願いしております。ページ下部の URL よりご登録をお願いします（シンポ

ジウムとは別個のご登録をお願いしております）。会場の収容人数に達した時点で参加申込みを

締め切ります。 

 

膜分離活性汚泥法（MBR）が実用化されてから約 30年が経過しました。海外では超大型施設の

建設も進む一方で MBR の誕生地である日本での導入はなかなか進まずにおりましたが、いよいよ

国内でも大型案件が複数動き出しています。より一層の安全・安心な水循環系が求められるこれ

からの社会で、MBR はその利用価値が改めて高く評価されるべき技術となっています。本セミナ

ーでは、安全・安心な水循環を達成するための重要な構成要素となりうる MBR の最新事情を共有

し、日本で本格的な社会実装を推進するための課題と展望について考えます。 

 

話題提供者（敬称略） 

国土交通省大臣官房参事官（上下水道）本田 康秀（代理の可能性あり） 

「タイトル未定」 

日本下水道事業団 技術開発室総括主任研究員 糸川 浩紀 

「下水道における MBR の進展」 

株式会社クボタ 水循環事業ユニット顧問 那須 基 

「広域 MBRの社会実装の可能性（仮題）」 

北海道大学大学院 工学研究院教授 木村 克輝 

「ナノバブル−MBR の省エネルギー性能および処理特性」 

特別セミナー参加登録用 URL: 

https://forms.gle/r9hCahBUqGMxZTix6 
 

 


